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○平成18・19年度　教育研究課題

21世紀、幼児にふさわしい生活を創る

～今日的課題の中で、私立幼稚園の役割～

全日本私立幼稚園連合会

課題設定の考え方

戦後60年が経過し、国の枠組みである憲法の改正論議にはじまり、教育基本法なども活発に議論される時代となっている。従来は当たり前になっていたことを、しっかりとしたことばで説明する責任が求められ、一般の人たちもよく理解した上で自らが選択をする時代に変化している。また、構造改革特区に象徴されるように、従来のルール内では考えられなかった発想や考え方で従来の常識が見直され、具体的に新たな枠組みを創り出すというような時代へと変貌しつつある。

そのような急な流れの中で、学校教育法も例外ではなく、義務教育などの学制の問題へも踏み込んでの議論へと論議が広がりつつある。また、平成17年度試行実施のいわゆる総合施設が平成18年には本格実施の時期を迎え、幼稚園としてのさらなる存在意義の確立が求められている。加えて、（仮称）特別支援教育法も制定が予定されており、今までは教育現場において特別な支援の枠外におかれてきた子どもたちにも、適切な教育支援が実施できるよう、法整備が行なわれようとしている。それらの動きは急であり、なおかつ非常に多岐にわたっていてめまぐるしい。

そこで、本委員会では平成18・19年の教育研究課題のテーマとして前回に引き続き「２１世紀、幼児にふさわしい生活を創る」～今日的課題の中で私立幼稚園の役割～とした。内容を「今日的課題」と「普遍的課題」に分類し、それぞれの課題に研究の手がかりを付加することで、各園がおかれた環境、教員の経験や志向によって取り組むテーマがイメージされやすいように整理することとした。

私たちの資本の第一義は現場で実際に教育活動を行なう教職員である。その資質を高め、生かすことが何にも増して重要である。その先頭に立つのが、言わずとしれた設置者・園長である。設置者・園長がリーダーとなり、学び続ける教職員集団を組織し、各自治体や都道府県、地区などの組織で系統的な研究、研修活動に取り組んでもらいたいと熱望する。

日本における幼稚園教育の80％以上を担う私立幼稚園各園が、この課題を自らのものとし、生涯教育の基本となる幼児教育に邁進されることを節に期待するものである。
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テーマ　21世紀、幼児にふさわしい生活を創る


～今日的課題の中で、私立幼稚園の役割～
■今日的課題

　主題１　特別支援教育
　主題２　協同的なあそびと学び
　主題３　３・４・５歳の生活と５歳児の育ち

　主題４　幼児教育と小学校教育の連続性を考える

　主題５　地域・家庭・幼稚園のつながりを考える
　主題６　預かり保育の環境や生活の流れを考える
　主題７　２歳児からの保育を考える
■普遍的課題

　主題８　人間関係を考える
　主題９　健康を考える
　主題10　ことばを考える
　主題11　表現を考える
　主題12　環境とかかわる力の育ちを考える
　主題13　心の育ち〔家庭教育を含め〕
　主題14　知的な育ち

　主題15　幼児の生活のあり方〔教育課程、指導計画、評価〕
●各地区独自の課題

●今日的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題１

特別支援教育

■主題設定の理由

　文部科学省は平成15年3月「今後の特別支援教育の在り方」について最終報告をまとめ、「従来の特殊教育の対象の障害だけでなく、ＬＤ、ＡＤＨＤ、高機能自閉症を含めて障害のある児童・生徒の自立や社会参加に向けて、その一人一人の教育的ニーズを把握して、その持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善又は克服するために、適切な教育や指導を通じて必要な支援を行う」と記され、学校教育はもとより地域や関係機関と連携したネットワークづくりも含めた指針を示した。

　私立幼稚園においては地域や園の実情に沿って、障がいのある幼児の保育を実践してきたわけであるが、先の特別支援教育の対象である児童・生徒の中には、特殊教育諸学校（盲･聾･養護学校）もしくは特殊学級に在籍する子どもばかりでなく、普通学級に在籍する子どもへの教育や支援も含まれているように、幼稚園においても、多様な実態に即した保育実践や対応が、今後、一層求められることは確かであろう。そのような状況では、保育実践現場において教師が幼児理解と同時に、的確に障がいを理解した上で、適切な保育が実践できるよう具体的なてがかりを研究し研修する必要性が高まっている。また、幼児への保育とあわせて保護者（家族）への対応や支援のあり方も十分検討されなければならない。

　また、幼稚園での生活において、人と人とのかかわりを積み重ねながら、互いの思いが響きあう楽しさや喜び、時には葛藤を実感することを通じ、真のノーマライゼーションの理念に基づいた、調和の中でそれぞれの個性や育ちの速さを尊重し生かしあえる人間関係を、人との関係においても非常に柔軟な幼児期だからこそ、子どもたちが主体的に結んでいけるような人的環境を創造したいものである。

【研究のてがかり】

①障がい児の実態を理解するための理論や具体的な手続きを研究する

②障がい児の実態に即した保育や支援を実践するために、ケース会議やティーム保育等、具体的な指導や援助について研究する

③クラス集団に障がいのある幼児がいる保育実践において、幼児の個人内評価について研究し、個々の評価に基づいた指導・援助の方法や保育の進め方を研究する

④障がいのある幼児の保護者（家族）とのコミュニケーションの方法や、他の保護者（あるいは保護者間）への配慮など保護者（家族）支援の進め方について研究する

　⑤小学校（関係諸学校とその幼稚部）、関係・医療機関等の地域資源のリサーチと関係づくり（コーディネートの方法）について具体例をモデル化し研究する

●今日的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題２

協同的なあそびと学び

■主題設定の理由

幼児教育における「あそびや生活」を中心とした活動の組み立ては、幼稚園教育が現代教育の中に体系づけられてから普遍的な中心的活動として位置付いてきた。また、幼稚園教育は集団教育を主なる教育活動の形態とし、自由観あふれる環境の中で、それぞれの幼児が能動的に自らの興味関心に基づいて協同して活動に取り組むことも重要視している。まさしく、友だちと織りなす「あそび」や「生活」そのものが幼児教育における「学び」そのものであり、幼児の発達から考えてもその方法が本当の意味で将来にわたる「知」に迫まることのできる方法であると言える。

　ひるがえって幼児教育につながる小学校教育に目を向けてみると、小学校入学と同時に、学ぶ方法が変化し、基礎的な学びの内容を国語、算数などの教科に細分化し、一般的には子どもの興味関心にかかわらず教授学習方式で授業を行なう形態へと大きく変化する。その授業形態はそれとして、小学校低学年が細分化された教科教育から、自らの知の獲得や生活に対する興味関心ヘと学びを広げることは難しいという実態も指摘されていた。学習指導要領の改訂により、小学校低学年の学習の中に、領域的な考え方である生活科や総合的な学習が導入され、新しい方向性が示された経緯がある。

　しかし、一般市民や保護者が幼児教育を見るときに、あそびという中心的な活動をおとなの概念である「あそびと仕事」「あそびと学習」の対局概念に基づいて判断することが一般的であり、幼児期の「あそび」が「学び」であるということに対して理解を得ることが難しいという実態もある。その結果、私立幼稚園においても、安直に小学校以降の教授学習形態を取り入れ、教育活動を行なう園も存在する。

　そのような中で、幼児教育と小学校教育の連続性を考える上で、幼児期における友だちと協同して行なわれる「あそび」が、小学校以降の「学び」へと連続していることを十分教師が理解し保育を意図的に組み立てると同時に、その活動を保護者にわかりやすく説明し、理解を得る必要があると考える。

【研究の手がかり】

　①幼児の興味関心に基づいて保育を組み立てるという保育アプローチを考える

　②クラス一斉に行なわれる保育とそれぞれの幼児の興味関心に基づく協同によるあそびについて考える

③協同的なあそびに必要な社会力を育てるための教師の対応の仕方を考える（「仲間づくりの力」「話しあう力の育成」「経験や観点を交換する力」「歌う、話す、描く、造り出すなどの感動を表現する力」「情報を共有するための展示する力」）

　④保護者に関心を寄せてもらいながら協同的な保育を推進する方法を考える

　⑤従来の「総合的な活動（コアカリキュラム）」と「協同的な学び」について考える

　⑥経験の質とその連続性、発展性＝「教材としての経験」（john dewey）について考える

●今日的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題３

３・４・５歳の生活と５歳児の育ち

■主題設定の理由

　いわゆる４６答申により先導的試行と称する就学年齢引き下げ論議が始まったのが35年前。それ以降、折にふれて浮上するこの議論は、最近では教育改革国民会議において取りあげられ、就学年齢の弾力化と形を変えて検討されるようになった。もしもこの弾力化が実現すれば、わが国の教育事情から多数の保護者が１年早い入学を選択することは想像に難しくない。すでに教育特区において5歳児入学は実践の段階に入った地域もある。

　今日、幼児教育に従事するものとしては、こうした動向に対して、一生にわたる人間発達の過程で５歳児教育はいかにあるべきかという、実証に基づいた反対論を繰り広げなければならない。幼稚園から５歳児が消えることの弊害を説くだけでは、社会に対する説得力になり得ないであろう。また従来のように５歳児に教科教育はなじまないといった論拠では、生活科や総合的な学習（それらが子どもたちに効果的に学ばれているかどうかはさておき）が取り入れられている現在では有力な反論になりえない。あくまでも現在わが国で行なわれている幼児教育の内容、方法、構造が、人間の生涯にわたる発達にとって理にかなった欠くべからざるものであること、そして自我に目覚めた３・４・５歳児が学びあい、育ちあう生活のいかに豊かであるかということを実証していきたい。

【研究の手がかり】

　①あそびや活動また人間関係において、５歳児は自分の好きなあそびを持ちながらも友だちのあそびに参加して楽しむことができ、その上クラス全体で行なう活動にも意欲的に加われるといったように、さまざまな局面の中で自己発揮できるようになる。５歳児の発達の姿を分析的に示すことによって生きる力の育ちを明らかにする

②３・４歳児との生活から５歳児が育つ姿を明らかにする。５歳児が自分の意思で、しかも自分自身に自信を持って、年下の子どもを気にかけ、手助けを行なったりあるいは譲ったりする行動をとらえ、幼児教育における最高学年の１年間の重要性を明らかにする

③３・４歳児が５歳児と共に生活することが、３・４歳児のどのような育ちに寄与しているのか、そのことが４歳児、５歳児になってからどのように表れてくるのかを探る。異年齢のかかわりが乏しくなっている現在、実体験による人間関係の学びが低年齢のうちから開始され、その担い手が５歳児であるということ、これこそ幼児教育の最大の果実であることを実証し社会に提示したい

●今日的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題４

幼児教育と小学校教育の連続性を考える

■主題設定の理由

　幼稚園教育要領には「幼稚園においては、幼稚園教育が、小学校以降の生活や学習に基盤の育成につながることに配慮し、幼児期にふさわしい生活を通して、創造的な思考や主体的な生活態度などの基礎を培うようにすること」と幼児教育と小学校教育の連携について述べられている。言い換えれば幼児教育に期待されることは、幼児が豊かな生活体験を通して、自らが自己を発揮したり、抑制したりしながら人間関係を深め、小学校以降の生涯にわたる生活や学習の基盤をつくることと言うことができる。そしてこのことは幼稚園と小学校の連続性の中で、連携が十分に図られなければならないことを同時に意味している。

しかしその反面、幼稚園と小学校の現場における相互の連携の実態は、単発的な交流事業にとどまっていることは否定できない事実である。このように連携を困難にしている理由としてはさまざまな事柄が考えられるが、私立幼稚園から公立小学校という流れの中で相互の交流機会があまりにも限られていることに起因するのではないだろうか。これにより幼稚園現場も小学校現場も、お互いの教育の内容や方法の理解がたいへん不足している。

しかしながら小１からの不登校の問題や学習に対する意欲低下の問題などといった小１プロブレムが社会問題となり、幼稚園や小学校が家庭や地域との連携をさらに深める必要性が叫ばれてもいる。また日本の児童・生徒のＯＥＣＤなどの国際学力比較の結果がここ数年低迷している。この結果を受け、生活科や総合学習、学校週五日制といった「ゆとり教育」の見直し、国語、算数といった基礎学力の定着の強化が国レベルで議論されるとともに、就学年齢の弾力化も含めた幼児教育のあり方も話題に上っている。

このような現状を踏まえ、小学校での学習がうまくいくためというトップダウンの考えではなく、本当の意味で幼児教育と小学校教育が連続性を持つことはとても重要な今日的課題である。　

【研究の手がかり】

　①幼稚園の教師が小学校教育の内容や方法に対する理解を深めるための交流研修を行なう

　②小学校の教師が幼児教育の内容や方法に対する理解を深めるための交流研修を行なう

　③幼稚園での学びの芽生えや小学校への連続性、自我や道徳性の芽生えが培われている事例に関する相互研修を行なう

　④幼稚園における協同的なあそびに関する事例研究を行なう

　⑤幼児期から学童期以降の子どもの長期的な発達の道筋（連続性）を理解する

　⑥幼小の継続的な交流を考える

●今日的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題５

地域・家庭・幼稚園のつながりを考える

■主題設定の理由

　幼稚園はより地域に根ざしてこそ、その存在意義が増す幼児教育施設であり、そこで生活する幼児も地域とかかわりを持ってこそより良い成長が図られる｡その教育活動の方向性が平成17年1月に出された中央教育審議会答申「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の在り方について～子どもの最善の利益のために幼児教育を考える」で示された。その中の第1章「子どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後の幼児教育の方向性」では、家庭、地域、幼稚園の役割が次のように述べられている｡

家庭・地域社会・幼稚園等施設（中略）における教育はそれぞれの有する教育機能を互いに発揮し、バランスを保ちながら、幼児の自立に向けて、幼児の健やかな成長を支える大切な役割を果たしている。

・家庭は、愛情やしつけなどを通して幼児の成長の最も基礎となる心身の基盤を形成する場

・地域社会は、様々な人々との交流や身近な自然との触れ合いを通して豊かな体験が得られる場

・幼稚園等施設は、幼児が家庭での成長を受け、集団活動を通して、家庭では体験できない社会・文化・自然などに触れ、教員等に支えられながら、幼児期なりの豊かさに出会う場

　　この家庭・地域社会・幼稚園等施設の間で、幼児の生活は連続的に営まれており、この三者で連携が取られ、幼児への教育が全体として豊かなものになって初めて、幼児の健やかな成長が保障される。(以上答申から抜粋)

昔、幼児の生活は家庭を中心として幼稚園や地域にも及んでおり、家庭・地域・幼稚園の三者がそれぞれの役割を果たしていた｡しかし、現代社会はその役割を満たし得ているであろうか｡特に地域環境の変化、家族構成の多様化、この二点は社会の変化とともに幼児が育つ環境として十分な機能を果たせているとは考えにくい｡少しでも家庭においてはその役割が果たせるように支援し、地域においては幼児の生活を取り戻せるような支援を幼稚園が中心となって本来の活動である保育を通して考える必要があると思われる｡そこで幼稚園が保育を通して地域と深くかかわり、家庭と地域とのつながりを築くため一役を果たさなければならない｡家庭・地域・幼稚園のかかわる保育実践を持ち寄り、その手立てを考える必要を強く感じる｡

【研究の手がかり】

　①幼児の育ちの視点から、幼稚園と地域がかかわる教育活動について考える

　②家庭と地域のつながりを促す教育活動について考える

　③家庭と幼稚園とのつながりをより良くするには教育活動について考える

●今日的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題６

預かり保育の環境や生活の流れを考える

■主題設定の理由

少子化・核家族化・情報化・国際化など社会の急激な変化を受け、人の価値観や生活様式の多様化が最近の著しい特徴である。それに伴い人間関係の希薄さ、地域とのつながりの薄さ、おとな優先の社会風潮など、幼児を取り巻く状態や生活環境も大きく変化をしてきている。

幼児もおとなも人間関係が希薄化し、家庭を支える地域の機能や一部の家庭の機能が低下する中で、子育て支援のひとつとして行なわれてきた預かり保育がある。すでに私立幼稚園の85％が何らかのかたちで預かり保育を実施しているが、前述の社会的環境の変化を踏まえた幼稚園教育のあり方として預かり保育の役割はさらに大切になってきた。

この預かり保育は異年齢の幼児が集う場として、家庭に足りない補完的役割を担う場として、ゆるやかな時間と異年齢のあそび（伝承的なあそび・軒先あそび・路地あそびなど）の中で社会性や生活感の育つ場としてとらえたい。また、同年齢クラスとは違った異年齢集団の中での幼児の育ちを家庭に伝えていく場として、幼児自身が一日の生活の流れの休息・安らぎの場として預かり保育を位置づけ、幼児本来の生活を保障し、保護者が安心して子育てできるよう家庭を支援する必要がある。
同時に幼稚園、家庭、地域社会、それぞれが持つ教育力を複合的に連携させ、学びあう場としてさらに教育力を高めることが重要である。その上で預かり保育をも含んだ一日の生活をトータルでとらえ直し、現代における望ましい生活を考察する必要がある。

【研究のてがかり】

①預かり保育における適切な環境とはどのようなものか、幼児にふさわしい生活の組み立てや家庭・地域との連携にポイントをしぼり考える

②早朝から夕方まで可能となった長時間保育の中で、中心となる幼稚園教育の意義とその前後に行なわれる預かり保育のあり方や内容を考える

③幼児と共に生活し育ちを支える教師に必要な資質や専門性は何か、また、どのような援助をするべきか教師の役割やあり方について探る

●今日的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題７

２歳児からの保育を考える

■主題設定の理由

　満３歳児の入園が実施され、満3歳になった翌日から幼稚園に入園できるようになった。しかし、これまでの学校教育としての教育課程の考えの中では、4月に始まり3月に終わるという大きな区切りを標準としているため、年度途中での五月雨（さみだれ）的な入園が、受け入れの問題や各幼稚園での教育課程の編成の上での問題などを生じさせていることも散見される。そのような中、一部の教育特区では学齢２歳での入園がすでに実施されている。

また、幼児の発達の姿は連続しており、満３歳児の保育にしろ３歳児の保育にしろ、幼児のそれまでの発達過程を視野に入れて、保育のあり方を検討する必要がある。つまり、自他の区別が未分化であり混沌としていた乳児期を過ぎ、自我の目覚めの時期を経て分化が進むことによって自己の感情表出が豊かになり、他者とのさまざまなかかわりを経験し、積極的に環境に働きかける姿を十分に把握した上で保育のあり方を考えたい。
幼児は生まれながらにして周囲の環境に興味関心を持ち、その環境との応答的なやりとりを通してさまざまな能力を育てていく。また、依存から自立への過程にある幼児は人への基本的な信頼感に満たされ育つことで生きる力の礎を培う。家庭教育を補完するものとして、これらの環境を用意することは、子育て支援の観点からも幼稚園は考えていかなくてはならない。以上のことを踏まえて２歳児の保育を考え研究を深めたい。

【研究のてがかり】

①幼児の発達の連続性という視点からとらえてみる。ことばという道具を用いてコミュニケーションをとることが容易となり、それに伴い母子一体感の中で過ごしていた幼児が自我に目覚め、徐々に周囲の環境に積極的に働きかけていく姿をとらえながら、満３歳児に育ってほしいものは何かを考える

②家庭教育を補完するものとして、幼稚園ではどのような取り組みができるかを考えるとともに、満３歳児保育を実践している幼稚園においてはその実態を報告する

③幼稚園という環境で２歳児を保育する場合に留意すべきことは何か。特に２歳児に向けた環境構成はどのようにするか。３・４・５歳児の保育と比較しその課題を探る

●普遍的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題８
人間関係を考える

■主題設定の理由

人とかかわる力の育成と自我の育ちにもっとも関連する領域が「人間関係」である。

人とのかかわり、人間関係を円滑に気づいていく力を育てるためには、特別の活動や時間を用意して指導するのではなく、園生活全体を通じてのさまざまな体験から育んでいくべきものである。

人とのかかわりを持つということは、単に人とうまくつきあえるか、既成の集団にうまく順応していけることだけではなく、生活の中で提案や同意や批判など自分を表現しながら、さまざまな人とのかかわる体験を通して人と触れあう楽しさや喜びを味わい「大切にされている自分」を実感することは、幼児の成長にきわめて重要なことである。

また、幼児は成長の過程で周囲のおとなや子どもたちとさまざまなかかわりを持ち、集団の中の自分や友だちの存在に気づいていく。そして、その人とのかかわりの中で情緒の安定や自立性、社会性、道徳性などが育ち、個々に対してやまたは集団の信頼関係が培われていく。その実践のためには、人と人との心の深いところで結びつき豊かなかかわりが持て、集団が育っていくような環境構成が必要であり、しかもその手段の中では一人ひとりが十分生かされるという観点も重要なことである。

教師やあそびの仲間と触れあいながら幼児が身につけていくことは、「みんなとともにいる楽しさ」「身近な人に関心を持つこと」「善悪の判断」「自ら考え行動する力」「助け、助けられる関係」「自分自身に自信を持つこと」等、人との基本的な信頼関係を形成する力ではないだろうか。

私たちが幼児と接する上で、上記のことを踏まえながら「保育における人のかかわる意味」「保育を見る視点」「幼児の心の育ちを読み取る視点」という3つの視点からこの領域をとらえてみてはどうだろうか。

【研究のてがかり】

　①あそびの中で人とのかかわりを育てる意味を考える

　②人とのかかわりを育てる環境構成と教師の役割について考える

　③多様な価値観を認めあい生きる、人間関係づくりについて考える

　④幼児を取り巻く周囲のおとなの人間関係づくりについて考える

　⑤心の育ちを支える人間関係づくりについて考える

●普遍的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題９

健康を考える

■主題設定の理由

１．幼児期は、身体が著しく成長するとともに、歩く、走る、跳ぶ、投げる、捕るなどの基本的な運きやバランス感覚などが急速に発達する時期である。しかし、近年の調査から10年前、20年前と比較し、体格は向上するものの、運動の器用さ（身体を思い通りに操作する能力）の発達は低下傾向にある。（文部科学省「平成15年度体力・運動能力調査の概要」）また、あそびの中で自主的、自発的、積極的に思う存分あそぶ経験が、幼児期から児童期への課題である自律や責任感につながっていく。したがって、体力の向上や運動機能のためにあそびをとらえるのではなく、自ら身体を動かす楽しさを味わう中で、結果として充実感を味わうことが重要である。幼児一人ひとりが心から楽しいと思えるあそびを十分にあそびこむための環境構成、教師のかかわりを考えたい。

２．少子化社会においては、子どもたちが地域や家庭で集団あそびを経験することが減少する。そこで、幼稚園では教師との信頼関係に支えられ安定した状態で、運動あそびや集団あそびなどのルールのあるあそびを集団で楽しむ中で競争や協同が起こり、結果として人を思いやる心情などの社会性という側面が育つことを重視し、友だちとの関係性を豊かにするかかわりを考えたい。

３．幼児の生活リズムの問題点として、10年前と比較して午後10時、11時就寝が顕著に増加し、３歳児の半数以上が午後10時以降に就寝している現状が調査から明らかになっている。（厚生労働省「平成15年版厚生労働白書」）また、睡眠不足により、ぼんやりとし意欲がない、情緒が不安定という状況が指摘されるとともに、生活リズムの乱れから排便しない、朝食を食べない、歯を磨かないで登園するという基本的生活習慣の乱れが指摘されている。基本的生活習慣を身につけるには家庭における保護者の積極的なかかわりが不可欠であるので、幼稚園としては家庭との連携を密に取りながら幼児が健康な生活リズムを身につける取り組みを考えるとともに家庭への情報発信を積極的に行なう。

【研究のてがかり】

①幼児一人ひとりが心から楽しいと思えるあそびを十分にあそびこむための環境構成、教師のかかわりを考える

②ルールのあるあそびを集団で楽しむ中で、人を思いやる心情などの社会性という側面がどのように育つのか事例を通して明らかにする

③基本的生活習慣を身につけるために、幼稚園として家庭との連携をどのように図るのか、また、積極的に発信していくべき情報について考える

●普遍的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題10

ことばを考える

■主題設定の理由

　ことばの獲得や発達の過程は個人差があり、年齢の枠組みだけで考えることはできない。あくまでも一人ひとりの育ちとしてとらえていくことが大切である。

　人には、幼児に限らず自分の思いやコミュケーションを表情や体で表す非言語的な伝え方もある。特に幼児の場合ことばの獲得が十分でなかったり、表現が未熟だったりして自分の思いをうまく伝えられないこともあり教師はその幼児が内面に持っている思いや気持ちを読み取っていくことが大切である。

　幼児が自分のことばで語ることは、他者へ自分の思いを伝えるという一方通行だけではなく、他者の思いを受け止めることにもなる。このような伝達のやりとりがことばの広がりにもつながっていく。また、あそびの中で友だちと取り交わしている会話には、自分の思いが受け入れられる喜びや受け入れられない不満という内容もある。これらの言葉のやりとりの場面は、あそびの種類や場所、人数によって変化し、幼児一人ひとりの思いや考えを聴くことができる絶好の機会である。教師は幼児の多様なあそびの中でのことばのやり取りに耳を傾けることが大切である。

また、絵本や紙芝居などで日常使わないことばを知ったり、イメージを膨らませたりして、ことばの広がりを楽しむこともある。このような経験とともに、教師の語りかけは幼児にとってはモデルとなり、教師の語りかけによってことばの使い方や感性が養われるといってもよいほどである。就学前ごろになると一層ことばに関したあそびを好み、自分の思いや考えをことばにまとめて伝達することができるようになる。やがて文字への関心が高まってくると、ことばと文字とのつながりに興味を持つようになってくる。文字についての環境も十分に整え、幼児に対する文字刺激も大切なものと考えていきたい。

【研究のてがかり】

　①幼児一人ひとりのことばに関する発達過程を考え課題を明確にする

　②幼児のあそんでいる場所、内容、参加人数によって、どのような会話が取り交わされているか記録を取りことばに注目する

　③イメージを広げ、ことばに対する感覚を高めるための環境構成を工夫する

　④話し言葉が文字につながっていく実態の把握と援助を考える

●普遍的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題11

表現を考える

■主題設定の理由

　幼児は毎日の生活の中で身近な周囲の環境とかかわりながら、不思議さやおもしろさ、美しさや優しさなどを感じ心が揺り動かされている。例えばそれは、土や砂の手触り、風の音、小動物のぬくもりなど自然とのかかわりであったり、あるいは人や物とかかわる中での出来事などさまざまである。そして、そのときの様子や心の動きを声に出したり、手や足や頭など体を動かしてみたり、描いたり形を作ったりなどさまざまな方法で自分なりに表現している。

　幼児はこれらを通して感じること、考えること、イメージを広げることなどの経験を重ね、感性と表現する力を豊かにしていく。また、幼児は自分の気持ちを表し、自分の気持ちが他者に伝わることを楽しみ、充実感を味わうことによって自己を表現する意欲が育ち、さらには自分の存在を実感し、他者の存在を意識するようになっていく。つまり、幼児期のこのような自己表現活動が人間関係の基礎を築くものと言える。そのためにも、幼児の感情の表出を教師がどのように受け止め、つなげていくかが大切になってくる。

そこで、幼児が日常の生活の中で心を動かし、生活経験や発達に応じた自分なりの表現を楽しみ、充実感を味わえるようにするにはどうしたらよいか。さらに幼児が心の動きをさまざまな素材や表現の手段の特性を生かした方法で、表現できるようになるにはどのような環境の構成や教師の援助が必要か、事例をあげて考えることよって保育実践における幼児と教師の表現を豊かにしたいものである。
【研究のてがかり】

①幼児がどのような場面で心を動かされ、どのように感じ、自分の気持ちをどのように表しているかを考える

②幼児が自分の感情や体験を自分なりに表現する楽しさを味わうには、どのような出合いを想定し、心の動きをどのように受け止め、援助すればよいかを考える

③幼児が自分の内面を表現するのに、さまざまな素材や方法を工夫して活用することができるようにするにはどのような環境構成と援助が必要か考える
●普遍的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題12
環境とかかわる力の育ちを考える

■主題設定の理由

幼児にとっての環境の意味を考えることは、保育を創造していくための大切な要点である。ただし大事にしたいことは、あらかじめ敷かれたレールの上に乗せられて動くような幼児の姿ではなく、幼児が主体的に環境にかかわって自ら成長体験を生み出していくような環境のあり方に注目していくことである。そのためには、現在の子どもを見つめ、個人の育ちを把握し、評価する中で次の課題を見いだし、それに基づいて環境を構成することが重要である。そして日々繰り広げられる教師と幼児の生活の中で、再度幼児の育ちを把握し、今ある環境を再構成していく営みが重要であると考える。

また今日、幼児の育ちの状況は多様に変化している。例えば最近、教師の間で「気になる子」が増えたという声をよく耳にする。また、虐待や親子関係の歪み、家庭教育の乏しさがあらわれているケースも少なくない。そのような状況の中で、これまでにはなかった新たな課題もたくさん出てきている。そこでは、一人ひとりの幼児の発達の課題に沿った「環境とかかわる力の育ち」を丁寧にとらえ直してみることが求められている。そのためには、次のようなことをてがかりに考えてみたい。

【研究のてがかり】

　①現在、幼児を取り巻く物的環境、空間的環境、人的環境、社会的環境、自然環境等が本当に幼児の育ちにふさわしいものになっているのか、それらをはっきりと実証していく「手立て」や「方法」をより明らかにしていく

　②計画的に「環境の構成」をしていくために、どのように幼児の現状をとらえ、評価し再構成につなげているのか、一人ひとりの幼児に対応していくことを観点にしながら、記録を大切にし、事例や実践をもとにとらえ直していく

　③幼児が変わった、幼児が成長したという環境構成の具体例の実際を数多く持ち寄り、なぜそうなったかを細やかに分析していく

これら３つの観点は、言い換えれば「科学性」や「事実」をもとに、幼児にとって意味ある環境とは何かを確かな実証で深めていく試みである。

●普遍的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題13
心の育ち〔家庭教育を含め〕

■主題設定の理由

幼児は幼稚園での生活を日々繰り返す間に他者の存在を知り、さまざまな人間関係の中、同年齢のクラスの友だちや異年齢の子どもたちとあそびを通してさまざまな心に出合っていく。そこで自我の目覚めや自立心を育み、友だちとの交流やいろいろな出合いの中で価値観を醸成し、善悪の意味を感じあい共に考える場を持つ。そして、自分勝手な考えばかりでは皆と共に生きていけないことにも気づき次第に社会性を涵養していく。

教師は、そのような日々を過ごしながら少しずつ変わりゆく一人ひとりの幼児の様子を見守り続け、幼児のまわりのおとな（保護者など）にもいろいろな出来事を伝えあい、理解と支援の輪を広げ、常にしなやかに連携することが大切であろう。その際、私立幼稚園は教育理念や宗教観をよりどころとして、建学の精神に基づいた教育活動を行なっていることに鑑みて、今日の社会背景と保護者の子育てのあり方を見守りながら、幼児の心の育ちを豊かなものにするために、教師と保護者が共に育ちあう意味を考えてみたいものである。

人間が生まれ育っていく過程において、豊かに生きていくために幼稚園生活でのさまざまな経験を通して育む豊かな心の育ちを下記のような観点から研究を進めたい。

【研究のてがかり】

1 自分や他者の行動を予測したり説明するための心の動きについての知識や原理について、保育実践の具体的な事例から検討する（「心の理論」の研究）

②あそびの中で、自分の心に向きあいコントロールする力などはどのような場面で育っていくのか、幼児の姿から具体的な例をあげ考える

③さまざまな生き物（命）に接することを通し、生命のあることを自ら悟っていく様子など具体的な事例を通して考える

④生きていることへの喜びや感謝の心などが育つことの意味や体験の様子などの事例を、家庭（保護者）へ伝える際に必要な心遣い等、保護者とのかかわりを教師はどのように行なうことがよいのか考える

●普遍的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題14

知的な育ち

■主題設定の理由

　平成10年の幼稚園教育要領の改訂に際しては、「改善のねらい」の中に「自ら学び、自ら考える力を育成すること」という項目が掲げられ、「多くの知識を教え込むことになりがちであった教育の基調を転換し、幼児児童生徒の立場に立って、好奇心・探究心をもたせ、自ら学ぶ力を身に付け……」と述べられている。

幼児教育の中では従来、知的教育というものに対する共通理解の乏しさから、一部には小学校教育の先取り的な教育に走ったり、逆に文字、数等を極端に遠ざける傾向さえも見受けられ、小学校への連続性の中で教育活動をとらえることができずにいた。

しかし、幼児は日々の生活の中で、さまざまな事象に心揺すぶられ、常に知的な活動（行為）を行ない続けているはずである。しかし従来は知的な教育というと、ともすれば幼児を受身にさせてしまいがちであったという印象がぬぐえない。幼児の知的な欲求を引き出したり、満たしたりしているような事例を園生活の中から発見して収集し、観察、考察を通して幼児の知的な育ちを支える環境の構成や教師のかかわり方を探りたい。

そこで幼児が自ら能動的に心を動かしながら（「保育における知的教育」より）行なっている知的活動、行為をいくつかのタイプに分けて考察してみることを目的とする。

【研究のてがかり】

①幼児の知的な活動・行為とはどのようなものであるか、事例をあげて考える

②「わかった」「ああ、そうだったんだ」「みーつけた」というような幼児の発語と知的活動・行為の関連を探り、例えばなぞなぞ等のように断片的な活動・行為から、継続的、発展的な活動につながっていく働きかけを考察する

③一見知的とはとらえにくい活動・行為（例えばブランコの取り合いやサッカー等のチームの分け方、ルール、また砂場の遊具の片付け方等）の中に知的な育ちを支える重要な要素を発掘し、教師同士で共有する

④じっと黙りこくって何かを見つめているとき、実はより深いところで知的な思考を行なっていることも考えられる。そうしたときの「幼児の内面を探る」事例を考察する

⑤採集や飼育栽培活動、また描画や製作活動等の中には他の幼児との情報交換が伴うとともに、外部にあるそのものに対する知識も動員されることが多いように思われる。こうしたところで行なわれる幼児同士のやりとりに注目して、集団的な知的活動・行為が発展し促される方法を考える
●普遍的課題　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主題15

幼児の生活のあり方〔教育課程、指導計画、評価〕

■主題設定の理由

　幼児は家庭を中心とした生活から徐々にその生活範囲を広げていく。その中で幼児は、さまざまな人や物と出会いながら、自らが将来にわたって生きる力を獲得していく。しかしながら家庭における現代の幼児の生活体験は人的にも物的にも非常に狭い範囲で繰り広げられているものであり、幼児の望ましい成長や発達を促す豊かな経験が不足しがちである。

　成長や発達を促すためには感覚器官を十分に働かせ、時には身体を使うような主体的な環境とのかかわりが大変重要となる。その意味からも幼児教育において幼児の生活は、単に量的に生活範囲を広げるだけではなく、さまざまな人や物とのかかわりが深まるような質的に多様で豊かなものであることが大切である。

　このような多様で豊かな生活体験が幼稚園生活において展開されるためには、幼児の成長・発達の見通しをもった教育課程の編成が必要である。その編成にあたっては幼稚園教育要領の中にも「自我が芽生え、他者の存在を意識し、自己を抑制しようとする気持ちが生まれる幼児期の発達の特性を踏まえ、入園から修了に至るまでの長期的な視野をもって充実した生活が展開できるように配慮しなければならない」と記されている。

　そのような長期的視野にたった教育課程に基づき、年間・期・学期・月・週・日といった、より具体的で詳細な指導計画が導き出され、日々の保育が実践されている。その中で教師は自らの保育を日々振り返り、評価・反省するとともに、幼児の成長・発達を他者と比較をするのではなく、記録をもとに一人ひとりを的確に評価して、成長のあゆみを明らかにしていかなければならない。

　言い換えれば保育実践とは幼児理解・教育計画・指導と援助・評価・反省を絶えず繰り返すことによってなされており、その一つひとつは決して独立しているものではなく、それぞれが密接に相互に関係し、影響を及ぼしあっているものである。

【研究のてがかり】

　①長期的な幼児の成長・発達の道筋を明らかにする

　②現代の幼児の生活実態を把握し課題を明確にする

　③多様で豊かな生活経験を教育課程や指導計画に編成するための手立てを考察する

　④教育課程や指導計画におけるねらいや内容がどの程度達成できているか評価するとともに、幼児の発達の評価を考える

　⑤教育活動による幼児の育ちを評価し、教育課程などに反映させる手だてを明らかにする

　⑥教師間で教育活動を評価し、教育課程などに反映させる。また、その実態や事例を各園が持ち寄って実践発表する

編集　全日本私立幼稚園連合会・教育研究委員会
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